
第３次千葉市食育推進計画　数値目標　評価一覧表（令和5年3月）

3次計画策定時の値及び目標値と評価時の値を比較し、その達成状況を4段階で評価した。

項　目 指標No 所管課 策定時 現状値 目標値（R５） 検定 評価

1 食育に関心のある市民の割合の増加 ① 健康推進課 64.7% 61.4% 90%以上 有 △

② 保育所（３歳以上児） 幼保運営課 6.3% 7.0% 有 △

③ 幼稚園（３～５歳児） 幼保支援課 3.6% 7.2% 有 ×

④ 小学５年生 26.5% 26.4% 有 △

⑤ 中学２年生 48.2% 46.2% 有 △

⑥ 保育所（３歳以上児） 幼保運営課 0.5% 0.9% 有 △

⑦ 幼稚園（３～５歳児） 幼保支援課 0.0% 0.5% 有 ×

⑧ 小学５年生 4.7% 4.5% 有 △

⑨ 中学２年生 11.7% 10.7% 有 △

⑩ 1.2% 0.8% 有 △

⑪ 1.0% 0.9% 有 △

⑫ 幼保支援課 0.6% 1.1% 有 △

⑬ 2.8% 3.3% 有 △

⑭ 2.7% 4.0% 有 ×

⑮ 3.3% 5.9% 有 ×

⑯ 9.1% 7.6% 有 △

⑰ 3.5% 5.5% 有 △

⑱ 13.4% 13.4% 減少 有 △

⑲ 4.4% 6.7% 無 ×

⑳ 3.2% 3.6% 無 ×

㉑ 27.2% 32.6% 20%以下 有 △

㉒ 18.2% 17.6% 13%以下 有 △

5 やせている人の割合の減少 ㉓ 健康推進課 18.8% 10.3% 20%以下 有 ◎

6
生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持

や減塩に気をつけた食生活を実施している人の割合の増加
㉔ ２０歳以上の市民 健康推進課 76.5% 84.1% 増加 有 ◎

㉕ 健康推進課 57.7% 56.2% 80%以上 有 △

㉖ 健康推進課 35.9% 33.1% 55％以上 有 △

8 野菜摂取量の増加（１日あたり） ㉗ 健康推進課 275ｇ 277g 350g以上 有 △

9 よく噛んで味わうように心がけている人の割合の増加 ㉘ 健康推進課 61.9% 61.3% 65%以上 有 △

10 千葉市食生活改善推進員の増加 ㉙ 健康推進課 290人 300人 330人 無 △

㉚ 25.2% 37.8% 無 ◎

㉛ 17.4% 22.6% 無 ○

12 地産地消推進店登録店数の増加 ㉜ 農政課 40件 47件 60件 無 ○

13 販売機会支援実施日数(フェア・朝市・ふれあい市）の増加 ㉝ 農政課 85日 52日 120日 無 ×

保健体育課

農政課
30%以上

中学校

-

-

１５歳以上の市民

２０歳以上の市民

-

11
学校給食における地場農産物を使用する割合の増加（品目ベー

ス）

小学校

7
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほ

ぼ毎日の人の割合の増加

２０歳以上の市民

２０～３０歳代の市民

１５～１９歳男子

小学５年生女子

２０～６０歳代男性

４０～６０歳代女性

２０歳代女性

健康推進課

2%以下

１５～１９歳女子

２０歳代、３０歳代の市民

4 肥満者の割合の減少

小学５年生男子

保健体育課 減少

3 朝食を欠食する市民の割合の減少

保育所（１～２歳児）

健康推進課

保育所（３歳以上児）
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夕

食
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保健体育課

【評価方法】

　※1「有意」とは「数値の差が偶然によるものとは考えにくく、

　　　統計的に意味があること」を示します

　※2 全数調査など、標準誤差が計算できない調査による指標

　※3 有意差検定を行わない場合は、ベースラインと現状値を比較し、

　　　5%以上の変化があったか否かで判定

【数値目標（全33指標）の達成状況】

◎目標達成3　○改善2　△変化なし21　×悪化7

対　象

２０歳以上の市民

2
共食の増加

（食事を１人で食べる子どもの割合の減少）

朝

食

資料３

記号 説明 有意差検定を行う指標(※1) 有意差検定を行わない指標(※2)

◎
現状値が目標を達成している

指標

○
現状値が目標に向かって改善

している指標
統計的に有意に改善 5%以上の改善(※3)

△ 現状値が変化していない指標 統計的に有意な差がない 5%未満の変化(※3)

× 現状値が改善しなかった指標 統計的に有意に悪化 5%以上の悪化(※3)

目標に達した


